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令和４年度事業計画 

 

〔公１〕珠算学習啓発事業（定款第４条） 

珠算学習を通して，学習者の基礎学力の向上を図り，その目的を達成するための小学校珠

算授業の支援，調査研究，助成，指導，啓発，関係団体との交流を図る。 

１．研修事業関係 

我が国の珠算教育の普及向上及び珠算教育者の資質を高めることを目的として，それに必

要な指導・資格の認定並びに珠算教育の調査研究と研究者の育成を図る。 

(1) 珠算指導者講習会の実施 

社会の求めに応じた珠算教育者の資質の向上を目的として，各地域においての珠算指導

者講習会ならびにオンライン講習会を開催し人材の育成を図る。 

(2) 人材育成講習会の開催 

ア．珠算指導者教養講座 

珠算教育者の資質向上と，教育に関する知識の習得のための育成を図ることを目的と

しての開催がコロナ禍の現状では難しいことから休止する。 

イ．短期集中講座 

珠算教育の質の向上を目指し，大学教授・小学校教諭を含む講師により，全珠連史を

はじめ，教育心理学・教育学・算数科での可能性などの専門科目を演題に開催している。

しかし，目的の一つである会員同士の密接な関係を構築することが，コロナ禍の現在で

は難しいことから中止とする。 

ウ．オンライン情報交換会（仮称） 

オンラインを活用して支部間の繋がりを作り，有益な情報交流を行うことで各支部の

発展材料となるアイデアを見出すことを目的として開催する。 

(3) 全国珠算研究集会の開催 

珠算に関する研究者の育成と，珠算教育者の研鑽を目的として開催する。 

(4) 研究誌「珠算春秋」の発行 

珠算教育者の研究意欲を促進及び知識の向上を図ることを目的として発行し，その研究

内容を社会に広めるため，会員に配付するとともに大学，図書館等にも寄贈する。 

(5) 教育認定事業について 

珠算教育者の研修意欲の向上及び資質を高めることにより，珠算教育の質の向上に寄与

することを目的として，珠算教育士，珠算教育段位の免許を交付する。 

 

２．検定事業関係 

珠算学習者の学習意欲の増進と学習効果の評価を社会に周知させるために珠算検定試験を

実施するとともに，カリキュラムとしての進級過程の難度などの適正についての検証を行う。 

(1) 検定試験の実施 

検定試験は，珠算検定試験，暗算検定試験をそれぞれの規則に従って実施する。 

珠算検定の段位試験，級位試験（１級～準６級）は文部科学省後援により実施する。 

(2) 珠算教育の継承・発展を目指して受験者数増加を図るための受験団体に対する表彰の実

施 

(3) 受験料の助成と，刑務所・矯正施設収容者の支援 

  刑務所・矯正施設等に指導者を派遣し，珠算指導を行うとともに収容者には受験料を免

除（年間約 2,700人）し，収容者の社会復帰の一助として実施する。 
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３．競技事業関係 

珠算学習者の学習意欲の増進を図ることを目的として，珠算競技会を開催する。多くの学

習者が参加の機会を得られるように技能の差，地理的な条件などを考慮した各種の競技会を

開催する。 

(1) 全日本珠算選手権大会の実施 

珠算技能最高峰の選手権者を決定するための競技会を開催する。 

(2) 全日本通信珠算競技大会の実施 

地理的，経済的な条件により全国大会に参加することができない選手が参加できるよう，

会場を地方に分散し，成績を集計することで全国順位を決定する。 

参加者が多く技能格差が大きいことから，小学校４年生以下の部，小学校の部，中学校

の部，高等学校の部，一般の部の５部門で個人・団体において珠算の技能を競う大会を開

催する。 

(3) 国際珠算競技大会の実施 

コンピュータ社会の中で計算に対する違う文化を持つ国であるアメリカンスクールの児

童たちが，日本の伝統文化である珠算を学び，日ごろの成果を競うことで，児童の珠算学

習意欲を増進させることができる。また，世界トップの科学立国である米国の公的学校の

珠算学習を支援することで，珠算学習に対する社会一般の理解を深める。 

(4) 地方競技会の開催 

珠算技能の地域格差により，全国大会には参加できない珠算学習者にも競技会参加によ

る珠算学習意欲の増進を図るために，支部の主催で開催する。 

(5) 各地域における競技会の振興 

珠算技能の育成及び学習意欲の向上の手段として，底辺にある学習者も参加できるよう

に，各種競技会の後援を行う。 

 

４．広報事業関係 

(1) 広報紙の発行 

取材による記事・全国から投稿される記事や原稿など，珠算に関する様々な情報を組織

の内外に発信し，活力ある珠算普及活動の実態を広め珠算教育の重要性の認識が深まるよ

う努める。 

ア．本部「全国珠算新聞」 

イ．支部「支部報」 

(2) 「全珠連会報」の発行 

公益法人として，組織運営等の情報を内外に公開するとともに，珠算教育の重要性をア

ピールする。 

(3) イベントＰＲ事業の実施 

珠算学習によるはじき初め等，珠算に関連したイベントの開催により，一般社会に対し

て日本の伝統文化の一つであるそろばんをアピールすることを目的として実施する。 

(4) 珠算パブリシティ活動の実施 

教育専門紙である日本教育新聞を通して基礎学力の向上と珠算学習との関係について，

広く一般社会にアピールすることを狙いとして実施する。 

(5) メディア等による珠算ＰＲ事業の実施 

新聞，雑誌，テレビ等の媒体を活用し，一般社会の広範囲に珠算学習の重要性とその効

果を広めることを目的として実施する。 

(6) ホームページによる企画 

ホームページにより，連盟の公益活動及び珠算学習の有効性を広める。 
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５．学校教育支援事業関係 

(1) 小学校副教材の配布 

小学校そろばんの授業の充実を図るため，専門的な立場から作成した副教材を学校に無

償配布する。 

(2) 現職教員珠算研修会の開催 

小学校の算数科におけるそろばん授業の支援策として，小学校の現職教員に対して「算

数科で学ぶ珠算に関する研修会」を開催する。 

(3) 小学校珠算講師の派遣 

小学校そろばん授業に関し，小学校又は地元教育委員会の要請に応え，小学校そろばん

の授業に珠算の専門家の派遣を行う。 

 

６．国際交流事業関係 

(1) 世界珠算暗算連合会に役員の派遣 

新型コロナウイルス感染症の収束が見えず，また海外渡航に制限が発生することから派

遣を中止とする。 

(2) 世界珠算暗算競技大会への役員及び選手の派遣 

新型コロナウイルス感染症の収束が見えず，また海外渡航に制限が発生することから派

遣を中止とする。 

(3) 日本小・中・高校生そろばん訪米使節団の派遣 

新型コロナウイルス感染症の収束が見えず，また海外渡航に制限が発生することから派

遣を中止とする。 

(4) 海外普及活動の実施 

珠算文化を持たない海外において計算教具としての「そろばん」を広めるとともに，早

く正確に計算する手段としての珠算を普及することにより日本伝統文化の高揚にも寄与す

る。そして，海外での活動が活発化することにより，日本国内でも珠算教育の効用の認識

を高め学習意欲の高揚につなげる。 

 

７．顕彰事業関係 

わが国におけるそろばんの発展に貢献した先駆者の偉業を顕彰し，毛利重能顕彰碑（兵庫

県西宮市），大津そろばん顕彰碑（滋賀県大津市），三上義夫博士顕彰碑（広島市），塵劫

記顕彰の碑（京都市）を建立し，その後も西宮熊野神社ではそろばん奉謝追福祭，大津三井

寺では大津そろばん祭りとして偉業を讃え顕彰する。 

大津そろばんが残したもの，「割算書」，「塵劫記」のような歴史上貴重な書物の存在の周

知により珠算の社会的評価を高めることを図る。 

 

８．表彰事業関係 

(1) 学習者の表彰 

珠算学習者中，学業及び珠算技能が特に優れ，他の生徒の模範となる者，連盟の実施す

る珠算検定試験及び暗算検定試験において，特に優秀な成績で合格した者を表彰し珠算学

習意欲の向上を図る。 

(2) 功労者の表彰 

珠算界及び連盟発展の貢献に対し，その功労に報いることにより珠算教育に対する社会

評価を高め併せて珠算の普及向上を図る。 
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９．調査研究事業関係 

(1) 珠算教育研究所の活用 

珠算教育の重要性の認識が深まるなか，社会にアピールできる研究成果の掘り起こしが

課題となる。珠算や暗算に関する研究や小学校の算数科における教具としてのそろばんの

在り方や活用方法の研究などを積極的に推進し，珠算教育の研究を活性化に努めるととも

に社会の発展に貢献することを目指す。 

ア．算数教具部会の開催 

日数教大会に発表する課題を，小学校校長等と研究を共に行い，年４回開催する。 

イ．全国算数数学教育研究大会に研究発表者を派遣 

日数教大会は，分科会発表が行われることから，委員を派遣する。 

(2) 研究表彰・奨励賞の授与 

昨年度中に発表された研究論文を審査し，研究表彰・奨励賞の楯の授与を全国珠算研究

集会他の席上で行い，珠算教育の発展に寄与する研究者の育成と発掘をする。 

(3) 「珠算研究論文・資料目録集」第13集の資料調査 

珠算関係書籍で発表された論文を各分野別に整理し，一般に公開する。 

(4) 教育座談会の開催 

生徒の人間力の向上並びに珠算教育の可能性を探求するために，情報や意見の交換等を

目的として開催する。 

 

10．展示事業 

(1) 日本そろばん資料館の運営 

来館者がより効果的に知識が得られるように配慮するため，学芸員（名誉学芸員を含む）

を委嘱するとともに，収蔵物について調査検討を加え展示事業の充実を図り，そろばんの

歴史や学問的知識を一般に広め珠算学習の啓発を行う。 

なお，移動・日本そろばん資料館として，遠隔地等により当資料館の利用が難しい団体

等のために，所蔵物の展示を要望された団体等に貸付を行う。また，貸付が不可能な貴重

な所蔵物についてはプロモーションビデオに収録し，講習会やイベント等で上映し，日本

の伝統文化であるそろばんの更なる啓発を実施する。 

(2) 講習会等の開催 

日本の伝統文化の一つであるそろばんのよさを，歴史的な視点から理解を深める活動の

一環として，当資料館の所蔵物に関わるものを演題とした講習会等をオンラインにて開催

する。  

 

〔収１〕珠算経営振興会事業 

(1) 珠算教場経営の支援策として，合格シール，生徒手帳等の頒布を行う。 

(2) 珠算教場生徒募集の支援策としてチラシの頒布を行う。 

(3) フラッシュ暗算検定による教場支援 

(4) 算数チャレンジ検定による教場支援 

 

〔他１〕珠算推奨事業関係（定款第５条） 

珠算教場の安全対策及び生徒の安全に対する意識の向上を図り，教場経営者の精神的・経

済的安心に寄与するとともに珠算教場経営の支援を行う。 

１．生徒安全会事業の運営 

教場における生徒の安全対策と安全意識の向上を図るために，慶弔制度の運営により見舞

金の支給を行う。 
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また，塾総合保険団体契約により，教場経営者の賠償責任の軽減を図る。 

２．教場経営及び授業を推進する製作物の配付 

生徒増加対策に利用できる製作物，生徒の学習意欲の増進させる製作物の配付を行う。 

３．ホームページによる教場検索サービス 

ホームページにより，加入教場の検索ＰＲを支援する。 

 

〔他２〕珠算連合会事業関係（定款第５条） 

珠算教育の更なる発展と向上を図るため，日本を代表する珠算三団体の交流を図り，珠算

の啓発事業，学校教育の支援など情報交換することを目的とする。 

１．珠算教育団体連合会代表者会議へ役員，委員の派遣 

２．珠算連合学習指導要領専門委員会へ委員派遣 

学習指導要領算数科の内容と珠算の関連について，研究し珠算教育の指導法の確立など研

究を行う委員会へ，専門委員の派遣を行う。 

３．この事業の費用に関して，代表者会議の役員，委員の派遣費用，連合会の事業運営等に関

する費用の分担金の支払いをする。 

 

〔法人会計〕 

１．会員増加対策の推進 

(1) 会員数が前年度より増加した支部に対する増加策の推進 

(2) 若年者新入会員増加策の推進 

 

２．慶弔費の支払い 

公益法人として，連盟の公益活動に会員として支えられた先輩会員に敬意と感謝を表し，

慶事には祝い金を贈呈し，弔事には弔意を捧げる。 

 

３．その他 

(1) 諸会議の開催 

当連盟運営に伴う会議を開催する。 

(2) 役員の派遣 

ア．関係諸団体および機関に対する活動に必要な役員派遣 

イ．全国各地域の組織拡充事業への役員派遣 

(3）渉外活動 

ア．この連盟の活動に必要な国内関係諸機関に対する渉外活動 

イ．海外関係諸団体および機関に対する渉外活動 

(4) その他 

ア．この連盟の運営上必要な決裁事項全般 

イ．全国各地域における組織・事務の拡充指導全般 

ウ．事務局管理および人事関係の一切 

 

 

※ 予定している事業及び会議につきましては，諸事情により通常通り実施ができないと判断

した場合には，休止もしくはオンライン等により対応する。 

 

 



(単位：円）

公益目的事業 収益事業 その他事業１ その他事業２ 法人会計

珠算教育啓発事業 物品販売 会員向け事業 珠算教育団体交流事業 管理費

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益

基本財産受取利息 1,000 0 0 0 0 1,000

特定資産運用益

特定資産受取利息 538,943 0 314 0 10,843 550,100

受取入会金

受取入会金 0 0 0 0 350,000 350,000

受取会費

正会員受取会費 0 0 0 0 94,240,000 94,240,000

賛助会員受取会費 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000

事業収益

研修事業収益 8,103,500 0 0 0 0 8,103,500

検定事業収益 618,953,500 0 0 0 0 618,953,500

競技事業収益 28,922,360 0 0 0 0 28,922,360

広報事業収益 256,000 0 0 0 0 256,000

表彰事業収益 7,938,000 0 0 0 0 7,938,000

創立記念事業収益 0 0 0 0 640,000 640,000

珠算推奨事業収益 0 0 10,250,000 0 0 10,250,000

珠算連合会事業収益 0 0 0 200,000 0 200,000

収益事業収益 0 20,545,000 0 0 0 20,545,000

補助金等収益

民間補助金収益 900,000 0 0 0 0 900,000

寄附金収益

寄附金収益 1,699,973 0 0 0 0 1,699,973

雑収益

受取利息 0 1,000 0 0 6,344 7,344

雑収益 12,597,944 800,000 0 0 1,445,951 14,843,895

建物受増益

建物受増益 14,098,487 0 0 0 1,242,635 15,341,122

経常収益計 694,009,707 21,346,000 10,250,314 200,000 98,935,773 824,741,794

（２）経常費用

事業費

役員報酬 16,661,000 237,000 237,000 205,000 0 17,340,000

給料手当 143,081,847 3,780,000 540,000 540,000 0 147,941,847

委員手当 40,869,385 0 0 0 0 40,869,385

退職給付費用 7,978,900 268,000 41,000 41,000 0 8,328,900

法定福利費 18,291,211 606,000 86,000 86,000 0 19,069,211

福利厚生費 3,962,387 98,000 14,000 14,000 0 4,088,387

会議費 16,798,445 0 0 0 0 16,798,445

会場費 36,788,518 0 0 0 0 36,788,518

旅費交通費 127,905,517 55,000 48,000 380,000 128,388,517

食料費 10,106,370 0 0 0 0 10,106,370

通信運搬費 27,793,829 861,000 418,000 18,000 0 29,090,829

減価償却費 21,453,080 209,000 45,000 19,000 0 21,726,080

令和４年度　収 支 予 算 書
令和４年７月１日から令和５年６月３０日まで

科     目 合計
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公益目的事業 収益事業 その他事業１ その他事業２ 法人会計

珠算教育啓発事業 物品販売 会員向け事業 珠算教育団体交流事業 管理費
科     目 合計

消耗什器備品費 1,673,402 42,000 6,000 6,000 0 1,727,402

消耗品費 17,775,760 196,000 26,000 26,000 0 18,023,760

修繕費 3,822,395 62,000 14,000 6,000 0 3,904,395

施設管理費 1,801,000 62,000 14,000 6,000 0 1,883,000

印刷製本費 50,640,270 211,000 5,000 5,000 0 50,861,270

筆耕費 11,240,307 0 0 0 0 11,240,307

光熱水料費 12,515,726 109,000 15,000 15,000 0 12,654,726

賃借料 15,807,851 75,000 10,000 10,000 0 15,902,851

保険料 3,195,873 20,000 4,000 1,000 0 3,220,873

諸謝金 3,875,711 0 0 0 0 3,875,711

租税公課 33,353,159 82,000 18,000 8,000 0 33,461,159

支払負担金　 86,000 0 0 1,000,000 0 1,086,000

新聞図書費 934,724 18,000 2,000 2,000 0 956,724

委託費 34,490,180 991,000 820,000 28,000 0 36,329,180

事務委託費 66,639,008 0 0 0 0 66,639,008

表彰記念品費 29,196,750 0 0 0 0 29,196,750

受験奨励対策費 3,971,030 0 0 0 0 3,971,030

受験料助成費 3,311,000 0 0 0 0 3,311,000

副教材配布費 4,332,200 0 0 0 0 4,332,200

支払手数料 1,618,642 80,000 3,000 3,000 0 1,704,642

生徒安全見舞金 0 0 950,000 0 0 950,000

賠償責任保険料 0 0 3,000,000 0 0 3,000,000

教場配布物費 0 0 5,100,000 0 0 5,100,000

広報費 20,000,000 0 0 0 0 20,000,000

ＰＲ費 2,114,000 0 0 0 0 2,114,000

雑費 4,428,503 0 0 0 0 4,428,503

仕入高 0 9,000,000 0 0 0 9,000,000

798,513,980 17,062,000 11,416,000 2,419,000 0 829,410,980

管理費

役員報酬 0 0 0 0 6,380,000 6,380,000

給料手当 0 0 0 0 17,356,309 17,356,309

委員手当 0 0 0 0 3,787,482 3,787,482

退職給付費用 0 0 0 0 1,015,100 1,015,100

法定福利費 0 0 0 0 2,244,323 2,244,323

福利厚生費 0 0 0 0 484,653 484,653

渉外費 0 0 0 0 4,646,150 4,646,150

会議費 0 0 0 0 3,185,276 3,185,276

会場費 0 0 0 0 200,000 200,000

旅費交通費 0 0 0 0 9,062,545 9,062,545

通信運搬費 0 0 0 0 1,233,741 1,233,741

減価償却費 0 0 0 0 1,817,348 1,817,348

消耗什器備品費 0 0 0 0 169,384 169,384

消耗品費 0 0 0 0 1,229,328 1,229,328

修繕費 0 0 0 0 300,605 300,605

施設管理費 0 0 0 0 473,200 473,200

印刷製本費 0 0 0 0 597,830 597,830

表彰記念品費 0 0 0 0 200,000 200,000

光熱水料費 0 0 0 0 1,308,934 1,308,934

賃借料 0 0 0 0 1,466,181 1,466,181

事業費計
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公益目的事業 収益事業 その他事業１ その他事業２ 法人会計

珠算教育啓発事業 物品販売 会員向け事業 珠算教育団体交流事業 管理費
科     目 合計

保険料 0 0 0 0 208,598 208,598

諸謝金 0 0 0 0 585,000 585,000

租税公課 0 0 0 0 1,134,846 1,134,846

新聞図書費 0 0 0 0 97,064 97,064

委託費 0 0 0 0 3,278,988 3,278,988

支払手数料 0 0 0 0 183,528 183,528

新入会員奨励費 0 0 0 0 1,220,000 1,220,000

慶事祝金 0 0 0 0 2,140,000 2,140,000

死亡弔慰金 0 0 0 0 2,150,000 2,150,000

供花代 0 0 0 0 680,000 680,000

雑費 0 0 0 0 253,688 253,688

0 0 0 0 69,090,101 69,090,101

経常費用計 798,513,980 17,062,000 11,416,000 2,419,000 69,090,101 898,501,081

△ 104,504,273 4,284,000 △ 1,165,686 △ 2,219,000 29,845,672 △ 73,759,287

当期経常増減額 △ 104,504,273 4,284,000 △ 1,165,686 △ 2,219,000 29,845,672 △ 73,759,287

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

他会計振替額 0 0 0 0 0 0

△ 104,504,273 4,284,000 △ 1,165,686 △ 2,219,000 29,845,672 △ 73,759,287

法人税等 0 66,000 0 0 0 66,000

当期一般正味財産増減額 △ 104,504,273 4,218,000 △ 1,165,686 △ 2,219,000 29,845,672 △ 73,825,287

一般正味財産期首残高 - - - - - 1,238,182,515

一般正味財産期末残高 - - - - - 1,164,357,228

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 △ 14,098,487 0 0 0 △ 1,242,635 △ 15,341,122

当期指定正味財産増減額 △ 14,098,487 0 0 0 △ 1,242,635 △ 15,341,122

指定正味財産期首残高 - - - - - 951,513,981

指定正味財産期末残高 - - - - - 936,172,859

Ⅲ　正味財産期末残高 - - - - - 2,100,530,087

評価損益等調整前当期経常増減額

税引前当期一般正味財産増減額

管理費計

収益事業経常費用２
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